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２０２２年１月１０日、地本は新大阪丸ビルに於いて「新春旗開き」を東海労本部から畑

野副委員長、山内総務部長をはじめ、ＯＢ会・工藤会長、新聞うずみ火・矢野代表の来賓を

迎え開催しました。

冒頭、笹田地本委員長より、コロナ感染拡大で制限される中で、①今年は５４歳原則出向

の闘い②年休裁判、柳楽さん裁判、２１２裁判、コロナ裁判、空白裁判など５つの裁判もあ

る。裁判勝利に向けて取り組んで行かなければならない。「この一年間の闘いを共に闘って行

く」と力強い挨拶がされました。

ご来賓の本部畑野副委員長から関西の仲間が東海労運動の先頭で闘いを進めている、５４

歳原則出向制度はもはや死んだ制度である、全国の仲間と共に闘って行くと挨拶をされまし

た。

新聞うずみ火・矢野代表から「今後の政局と改憲勢力の動向について」の講演を受け、今

後予定される参議院選挙に向けた取り組みなどみんなで確認しました。

最後に、強制出向による組織破壊と労働運動の否定を許さない攻撃として、出向の通知を

受けた西さんと前田さんから強制出向取消しに向けた力強い決意表明があり、１２月１日付

けで出向に出された下茂さんからは力強いメッセージがあり読み上げられました。

関西地本は、５４歳原則出向を悪用した組織破壊攻撃に抗す
る闘いと労働者の権利と利益を守るために本年も闘います！


